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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２４年６月１３日（水）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１０時３１分　閉会　　

１．場所

第一委員会室

１．出席委員
委 員 長 山本靖一  副委員長 野原　修  委　　員 藤浦雅彦
委　　員 木村勝彦  委　　員 原田　平 

１．欠席委員
なし


１．説明のため出席した者
市　長　森山一正
都市整備部長　吉田和生 都市計画課長　新留清志　　同課参事　品川明輝　　　
水道部長　宮川茂行　　同部次長兼工務課長兼浄水課長　原　正己
同部参事兼総務課長　豊田拓夫　　同部参事　池上敦実　　営業課長　小明哲也

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　同局書記　田村信也

１．審査案件（審査順）
議案第４０号　平成２４年度摂津市一般会計補正予算（第１号）所管分
議案第４２号　住民基本台帳法の一部改正及び外国人登録法の廃止に伴う関係条例の

整備に関する条例制定の件所管分
議案第３８号　摂津市水道事業の給水等に関する条例の一部を改正する条例制定の件
所管事務調査について

－1－



（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　おはようございます。

ただいまから建設常任委員会を開会しま

す。　

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　本日は常任委員会を開催していただき

まして大変ありがとうございます。

　本会議で建設常任委員会に付託されま

した案件についてご審議を賜りますけれ

ども、何とぞ慎重審査の上、ご可決いた

だきますよう、よろしくお願いいたしま

す。

　一たん中座いたしますけど、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は木村委員

を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　議案第４０号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　吉田部長。

○吉田都市整備部長　おはようございま

す。本日は建設常任委員会を開催してい

ただきまして、まことにありがとうござ

います。

　さて、ＪＲ千里丘駅西口エレベーター

設置事業につきましては、昨年９月９日

に開催していただきました建設常任委員

協議会におきまして、ＪＲ西日本から提

示されましたエレベーター設置に伴う支

障物件の移転問題や本体設置工事費及び

工事に要する期間についてご説明を申し

上げたところでございます。

　この説明の中では、支障物件が複数存

在することが判明し、その移転工事によ

りエレベーター本体の工事完了が平成２

７年度末となることについてご報告を申

し上げたところでございます。

　しかしながら、その後、ＪＲ西日本、

鉄道運輸機構と本市によります三者協議

会を設け、工事着手の前倒しや工事費用

並びに費用負担割合について鋭意、協議

を進めてきたところでございます。

　また、当初は、本市がエレベーター設

置費用をすべて負担するスキームで進め

てまいりましたが、関係者のご協力をい

ただきながら、トップセールスによりま

してＪＲ西日本が事業主体となり、鉄道

事業者としての国庫補助制度活用の見通

しが立ったこと、さらに南北分断解消対

策としての鉄道運輸機構の協力・支援が

得られる見通しになり、このたび国庫補

助制度活用による費用負担割合及び工事

着手の前倒しが可能となったスケジュー

ル案を本委員会にお示しすることができ

るようになりましたので、後ほど担当課

長からご説明をさせていただきます。

　それでは、議案第４０号、平成２４年

摂津市一般会計補正予算所管分のうち都

市整備部にかかわる部分につきまして、

目を追って主なものについて補足説明を

させていただきます。

　まず、歳入でございますが、予算書の

８ページをお開き願います。

　款１９、諸収入、項４、雑入、目２、

雑入、節１、雑収入は、上から３行目、

鉄道運輸機構からの負担金でございます。

この歳入については、鉄道運輸機構がＪ
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Ｒ西日本に対する負担金分として鉄道運

輸機構から市が一時預かるための預かり

金でございます。

　次に、歳出でございますが、予算書の

１０ページをお開き願います。

　款７、土木費、項４、都市計画費、目

１、都市計画総務費、節１９、負担金、

補助及び交付金では、ＪＲ千里丘駅エレ

ベーター設置負担金及びＪＲ千里丘駅エ

レベーター設置補助金でございます。

　以上、補正予算内容の補足説明とさせ

ていただきます。

○山本靖一委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　ＪＲ千里丘駅西口

エレベーター設置につきまして、お手元

の配付資料とあわせてスクリーンでもご

説明させていただきます。

　ＪＲ千里丘駅西口エレベーターの設置

箇所につきましては、昨年の９月９日の

建設常任委員協議会におきまして中間報

告をさせていただき、橋上連絡通路から

京都茨木方面の位置に、歩行者通路をつ

なげまして、エレベーターを設置する案

で決定をいたしております。

　現在、事業実施に向け本市とＪＲ西日

本及び鉄道運輸機構の３者で鋭意協議を

進めているところであります。本エレベー

ターの設置につきましては、平成２４年

度から平成２７年度まで債務負担行為と

して、平成２４年度の当初予算におきま

して２億６，０００万円を予算計上させ

ていただいております。今回の補正予算

につきましては、エレベーターの設置に

かかわる実施設計費について市の負担分

を補正予算として計上させていただくも

のであります。

　まず、エレベーター設置事業の負担割

合につきましてご説明させていただきま

す。

　エレベーターの設置につきましては、

鉄道事業者のＪＲ西日本が事業主体とな

るもので、国庫補助制度を活用してＪＲ

西日本がエレベーターの設置工事を行う

ものでございます。

　本市では、ＪＲ西日本からの補助申請

に基づきまして、摂津市鉄道施設バリア

フリー化設備整備補助金交付要綱により、

エレベーター設置に係る補助金として支

出するものでございます。

　この補助制度の負担割合は、国が３分

の１、摂津市が３分の１、鉄道事業者の

ＪＲ西日本が３分の１となっております

が、今回は３者協議によりまして国が３

分の１、摂津市が３分の１、残りの３分

の１負担分について、ＪＲ西日本が６分

の１、鉄道運輸機構が６分の１の負担と

するものであります。

　鉄道運輸機構の負担につきましては、

地域の南北分断解消に資する施設としま

して、エレベーター設置に対し支援協力

負担金として６分の１を負担していただ

くもので、鉄道運輸機構から市が一たん

預かり、それからＪＲ西日本に支出する

ものであります。

　今回、エレベーター設置に係る実施設

計費用としまして３，０００万円がＪＲ

西日本より示されております。負担割合

につきましては、先ほどご説明申し上げ

ましたとおり、国が３分の１の１，００

０万円、摂津市負担分が３分の１の１，

０００万円、ＪＲ西日本が６分の１の５

００万円、鉄道運輸機構が６分の１の５

００万円となります。

　次に、今後のエレベーター設置に関す

るスケジュールにつきましてご説明させ

ていただきます。

　現在、本市とＪＲ西日本及び鉄道運輸

機構の３者で協議を進めておりますが、

昨年９月の本協議会におきまして、平成

２７年度末完成予定でご報告させていた
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だいておりましたが、できるだけ早期の

完成を目指すことを重点に３者間で協議

を実施してまいり、現時点では最終の基

本合意が締結できる状況になってまいり

ましたので、本日、スケジュールをお示

しするものでございます。

　基本合意の締結時期につきましては、

ＪＲ西日本の本社決裁の関係から、８月

頃になると聞いております。今後のスケ

ジュールにつきましては、基本合意を基

にＪＲ西日本が本年度に実施設計を行い

まして、平成２５年度よりＪＲ西日本が

建築確認をとり、エレベーター設置工事

に着手する予定にいたしております。竣

工につきましては平成２６年度末を予定

しております。１年ほど前倒しで供用で

きるものと思っております。

　また、鉄道運輸機構が協力支援を行う

に当たって、エレベーターの設置と併せ、

橋上通路の２４時間開放、いわゆる自由

通路化が条件になっております。そのた

め自由通路化に伴う改札口前のシャッター

設置等の整備費用に対しましては、ＪＲ

西日本の協力は得られませんが、現在、

南北分断解消への協力としまして、鉄道

運輸機構に支援を求めて協議を進めてお

るところでございます。

　今後、橋上通路が自由通路化になりま

すと、通行空間は市で管理することにな

るために、現在、市内部の関係各課によ

ります庁内検討会議を設置して、自由通

路化に伴う維持管理等に係る協議を行っ

ているところでございます。今後より一

層、エレベーター設置に係る工程管理に

つきまして、さらに協議を進め、できる

だけ早期にＪＲ千里丘駅西口にエレベー

ターが完成できるように努めてまいりた

いと考えております。

○山本靖一委員長　説明が終わりました。

　質疑に入ります。

　藤浦委員。

○藤浦雅彦委員　今、ご説明をいただき

まして、よく理解できました。エレベー

ター設置事業は鋭意努力をいただいて、

工期も短縮していただいたということで、

大変評価をさせていただきたいと思いま

すが。周辺の方から、待ち遠しいという

声もありますので、今後、近隣に対する

説明とか周知とかはどんな形で考えてお

られるのか、教えていただきたいと思い

ます。

○山本靖一委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　近隣への説明や周

知をどうしていくのかということであり

ました。今年度、実施設計をＪＲ西日本

で行ってもらいまして、具体的な実施設

計の中で細かいスケジュールができた段

階で情報を提供していきたいと考えてい

るところでございます。

○山本靖一委員長　藤浦委員。

○藤浦雅彦委員　実施設計でわかるとい

うことは、スケジュールでいうと平成２

４年度末には判明したもので近隣への説

明会なりをやっていただけるということ

ですか。できるだけ早く、丁寧に、暫定

的なものですということでもいいですか

ら、提示できるのであれば、それはでき

るだけ早目に地域の方にお知らせいただ

きたいということを、これは要望してお

きたいと思います。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　木村委員。

○木村勝彦委員　１点だけ意見を申し上

げておきたいと思うんですけども、自由

通路の２４時間開放については、これは

若者がたむろしたり、あるいはまた犯罪

の温床になったりということも危惧され

ますし、そういう点では、ＪＲ沿線で自

由通路化されているようなケースがある

とすれば、その辺のこともよく調べて、
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周辺から苦情が出ないように万全を期し

てもらうようにお願いしておきたいと思

います。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　よろしいでしょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午前１０時１６分　休憩）

（午前１０時１８分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　議案第４２号所管分の審査を行います。

　本件については補足説明を省略し、質

疑に入ります。

　質疑のある方、挙手をお願いいたしま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　質疑なしと認め、質

疑を終わります。

　次に、議案第３８号の審査を行います。

　前回の委員会で各委員から指摘のあり

ました点について説明を求めたいと思い

ます。

　豊田水道部参事。

○豊田水道部参事　おはようございます。

それでは、ご説明させていただきたいと

思います。

　平成２４年第１回定例会に提出させて

いただき、継続審査になっております議

案第３８号、摂津市水道事業の給水等に

関する条例の一部を改正する条例制定の

件につきまして、前回の建設常任委員会

におきましてご意見をお伺いいたしまし

た。委員各位から伺いましたご意見を総

括しますと、条例を改正するに当たり、

福祉や政策担当と協議し、市としてどう

するのか、またどのように考えているか

とのお問いであったと思います。

　市としまして、この間、福祉部局は政

策担当と協議され、福祉施策全般のあり

方について検討をされております。一昨

日の部長会におきましても副市長から指

示が出ておりましたが、中期財政見通し

や福祉政策の今後のあり方も含めて、こ

の夏期に一定の整理を行うように指示が

出ておりますので、その中で検討が進め

られると考えております。

○山本靖一委員長　説明が終わりました。

　質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　質疑なしと認めます。

　暫時休憩します。

（午前１０時２０分　休憩）

（午前１０時２４分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第３８号については、閉会中の継

続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認めます。

　よって、本件は、閉会中の継続審査と

することに決定しました。

　暫時休憩します。

（午前１０時２５分　休憩）

（午前１０時２６分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　討論なしと認め、採

決いたします。

　議案第４０号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。

　よって、本件は、可決すべきものと決

定しました。

　議案第４２号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。
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　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　暫時休憩します。

（午前１０時２７分　休憩）

（午前１０時２８分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　本委員会の所管事務調査についてを議

題といたします。

　視察事項、視察先、視察日程等につい

てご意見をいただけたらと思っています。

　藤浦委員。

○藤浦雅彦委員　本市で一番問題になっ

ているようなもので共有できるものを提

案していくのが一番いいのかなと思うん

ですが、個人的に言いますと、今、吹田

市の正雀下水処理場の機能停止に伴う、

し尿等の処理について、浄化槽汚泥を民

間処理施設で処理する案が出ていますが、

ちゃんと処理できるところなのかという

ことの確認は一度しておかないといけな

いと思うんですけど、一つの案として提

案させていただきたいと思います。

○山本靖一委員長　おっしゃっている意

味はよくわかるんですが、民間の企業で

すよね。そういうのはどうかなと思いま

す。

　ほかにもご意見をいただけたらと思い

ます。

　木村委員。

○木村勝彦委員　東北地方の大震災でイ

ンフラが大きく破壊されました。だから、

そういう点で、摂津市に起こったときに

どうなるか。それにはどういう対処の必

要があるかというようなことを視察しよ

うと思えば、震災のあった東北地方を視

察してみる必要があるんじゃないかなと

いう気がします。

　各委員から出ている意見を踏まえて委

員長、副委員長で判断をして、行き先、

時期等について決定していただいたらい

いのではないでしょうか。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　東日本大震災で内陸部に

おいても液状化現象が起こったというこ

とを聞いていますので、そういったとこ

ろを視察したいというように思っており

ます。

○山本靖一委員長　時期とかそういうこ

とについて、具体的な提案はありますか。

　原田委員。

○原田平委員　議会日程などは当然、外

してもらうということでお願いいたしま

す。

○山本靖一委員長　視察事項については、

事前に幾つか思案しておりました。

　例えばバスの問題とか、それから上下

水道の一元化の問題を考えておったんで

すけど、今、各委員から出た意見を踏ま

えながら、検討していくようにしたいと

思います。

　時期についても、引き続き協議を進め

るということで、本日の協議はこの程度

にとどめます。

　以上で、本委員会を閉会いたします。

（午前１０時３１分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　建設常任委員長山　本　靖　一

　建設常任委員　木 村 勝 彦
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